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上
内
校
区
で
現
地
視
察
と
意
見
交
換

出
前
市
長
室
が
六
月
十
五
日
に
上
内
校
区
で
あ

っ
た
。
関
好
孝
市
長
、
副

枝
修
副
市
長
、
各
部
長
、
各
課
長
な
ど
が
訪
れ
、
三
個
所
を
視
察
、
地
元
民

か
ら
説
明
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
上
内
小
学
校
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
上
内
校

Ｋ
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
運
営
委
員
た
ち
と
意
見
交
換
。
様
寂
な
要
望
が
出
た

が
、
関
市
長
は
上
内
校
Ｋ
へ
の
理
解
を
示
し
、
後
日
に
は
市
側
か
ら
工
事
を

終
え
た
こ
と
や
事
業
化
す
る
と
の
連
絡
も
あ

っ
た
。

出
前
市
長
室
は
市
長
が
各
校
Ｋ
に
出
向
き
、
住
民
と
直
接
あ

っ
て
意
見
交

換
す
る
も
の
で
、
そ
れ
ら
の
意
見
を
市
政
に
生
か
す
狙
い
が
あ
る
。
上
内
校

区
で
開
か
れ
る
の
は
大
雨
被
害
が
発
生
し
た
翌
年
の
令
和
三
年
二
月
以
来
。

こ
の
時
は
上
内
で
も
農
業
用
地
な
ど
に
多
大
な
被
害
が
出
た
こ
と
か
ら
堤

や
堰
な
ど
に
排
水
に
関
す
る
も
の
が
多
か

っ
た
。

視
察
を
行

っ
た
の
は
①
吉
ケ
谷
第

一
堤
②
県
道
バ
イ
パ
ス
建
設
影
定
地

が

一
望
で
き
る
南
地
区
③
新
産
業
団
地
賑
わ
い
交
流
施
設
ラ
定
地
。
意
見

交
換
は
受
害
対
策
、
人
口
減
少
対
策
な
ど
に
絞

っ
て
あ

っ
た
。

住
民
か
ら
は
苦
ケ
谷
第

一
堤
へ
の
防
災
サ
イ
レ
ン
設
置
、
富
ノ
前
堰
は

昔
の
上
内
小
プ
ー
ル
の
撤
去
。
こ
の
ほ
か
、
県
道
バ
イ
パ
ス
の
整
備
の
排

水
対
策
で
の
除
革
や
迂
回
路
な
ど
道
路
整
備
も
。
人
□
減
少
対
策
と
し
て

「
校
区
の
良
さ
を
伝
え
る
た
め
の
空
き
家
を
適
用
し
、
お
試
し
住
居
が
で

き
恋
い
か
」

「
新
産
業
団
地
賑
わ
い
交
流
エ
リ
ア
は
校
区
に
と

っ
て
は
生

渚
の
場
、
生
渚
財
需
品
購
入
の
機
能
も
ほ
し
い
」
と
の
意
見
も
出
た
。

吉ケ谷第一堤での視察

上内小心れあいホールで市長と住民の意見交換会

新産業団地賑わい交流施設影定地での

意見交換

災害に強い,地の利を生かしたまちづくり
「
長室出

災害対策

排水計画

お試し居住

ゞ
μ
‐基

お
∠ａ
ｒ
＼
＼

県道バイパス建設ラ定地の視察



三
井
さ
ん
の
マ
ジ

ッ
ク
シ
ョ
ー

第
八
回
上
内
校
区
夏
祭
り
が
八
月

二
十
四
日
、
上
内
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
か
れ
た
。
台
風
接
近
に
よ
る
降
雨

が
心
配
さ
れ
た
が
、
多
く
の
人
達
が
来

場
し
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
出
店
を
楽

し
ん
だ
。

夏
祭
り
は
校
区
民
が
親
睦
と
交
流

を
す
る
こ
と
で
、
住
み
良
い
地
頭
づ
く

り
を
進
め
る
の
が
目
的
で
上
内
校
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
主
催
。
実
行
委

員
会
を
結
成
し
て
開
催
に
向
け
取
り

組
ん
で
き
た
。

ま
す
、
関
会
式
が
あ
り
、
効
ケ
崎
安

舅
上
内
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
開
会
宣
言

し
、
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
野
田

卓
朗
ま
ち
協
会
長
が
主
催
者
あ
い
さ

つ
。
そ
の
後
、
来
賓
紹
介
で
関
好
孝
市

長
、
光
田
歳
市
議
会
議
員
、
谷
本
理
佐

教
育
長
、
平
河
良
教
育
監
、
境
員
土
夫

元
ま
ち
協
会
長
が
紹
介
さ
れ
、
代
表
し

て
関
市
長
が
あ
い
さ
つ
。

ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
は
上
内
小
児
童

た
ち
の
合
唱
、
橘
中
は
吹
奏
楽
部
演

奏
。
吉
野
太
鼓

『
夢
限
』
、
地
域
女
性

と
児
童
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
一三
井
潔
さ
ん

の
マ
ジ

ツ
ク
シ
ョ
ー
披
露
。
エ
イ
サ
ー

『
真
凸

（
ち
む
ぐ
く
る
）
』
、
和
太
鼓

で
太
鼓
衆

『
響
』
の
見
事
な
演
奏
。

フラダンス

太鼓衆『響』

盛
り
上
が
っ
た
カ
ラ
オ
ケ
大
会
は
兵
藤
志
帆
さ
ん

（中
学

一
年
）
が

「
私
は
最
強
」
、
松
尾
汚
博
さ
ん

（広
瀬
）
が

「浪
曲
子
守
唄
」
、
飯
尾
功
雅
く
ん

（上
内
小
五
年
）
が

「
君
に
捧
げ
る
な
援
歌
」
、
岩
屋

正
孝
さ
ん

（椛
）
が

「北
の
出
世
船
」
、
世
戸
□
匂
平
さ
ん

（大
牟
田
市
研
修
生
）
が

「真
夏
の
果
実
」
、

大
谷
栄
治
さ
ん

（上
内
小
教
頭
）
と
馬
籠
秀
典
さ
ん

（
同
小
校
長
）
が

「
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
Ⅱ
」
、
指
折

音
初
さ
ん

（中
学

一
年
）
「
ア
イ
ド
ル
」
を
熱
唱
。
最
後
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
が
あ
っ
た
。

出
店
は
コ
ミ
セ
ン
前
の
テ
ン
ト
で
行
わ
れ
、
か
き
氷
、
生
ビ
ー
ル
、
ハ
イ
ボ
ー
ル
、
か
ら
あ
げ
、
カ
レ

ー
ラ
イ
ス
、
焼
き
そ
ば
、
ジ
ュ
ー
ス
、
お
か
し
鉤
り
、
お
も
ち
ゃ
く
し
な
ど
に
キ
ツ
チ
ン
カ
ー
も
三
合
出

て
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

主催者あいさつす
る 野 田 会 長

上内小学校の児童の合唱

橘中学校8欠奏楽部演奏

エイサー『ろむぐくる』

アトラクシヨンを楽しむ観害たち

吉野太鼓『夢限』

来資紹介と関市長のあいさつ



を
に

ちた

全
もど子

安

令
和
六
年
度
上
内
校
区
教
育
力
向
上
推
進
協
議
会

（
総
会
）
が
八
月
二

十
二
日
、
上
内
小
学
校
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
事
業
計
画
案
な

ど
を
承
認
。
幹
事
緊
急
連
絡
網
や
あ
い
さ
つ
運
動
及
び
防
犯
渚
動
に
つ
い

て
確
認
。
ま
た
、
野
田
卓
朗
会
長

（
ま
ち
協
会
長
）
が

「
ま
ち
協
の
形
算

で
交
通
安
全
香
板
を
五
枚
購
入
し
た
」
と
し
て
、
上
内
小
の
馬
籠
秀
典
校

長
に
子
ど
も
見
會
り
隊
で
使
う
い
旗
と
と
も
に
渡
し
た
。

同
協
議
会
は
上
内
校
Ｘ
の
青
少
年
健
全
を
目
指
し
、
非
行
防
止
に
努
め

る
こ
と
を
目
的
に
、
①
青
少
年
健
全
育
成
に
関
す
る
学
習
及
び
啓
発
②
青

少
年
の
問
題
行
動
な
ど
の
情
報
交
換
③
校
区
地
域
社
会
の
環
境
浄
化
④

％
要
に
な
じ
て
巡
固
指
導
、
そ
の
他

（
子
ど
も
見
守
り
隊
活
動
を
通
し
て
、

不
審
者
か
ら
子
ど
も
を
守
る
）
の
事
業
を
行
う
。

上
内
横
区
教
育
方
向
上
推
進
協
議
会

役
員
は
会
長

一
人
、
副
会
長
二
人
、
書
記
二
人
、

会
計
二
人
で
運
営
は
ま
ろ
づ
く
り
協
議
会
役
員
、

校
区
社
協
、
民
生
児
童
委
員
、
少
年
セ
ン
タ
ー
指
導

］興
、
警
察
少
年
補
導
員
、
〈居
永
交
番
、
上
内
小
学
校
、

同
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
町
内
育
成
者
の
幹
事
で
行

い
、
事
務
局
は
上
内
小
学
校
に
置
く
。

活
動
計
画
は
総
会
及
び
幹
事
会
、
あ
い
さ
つ
運

動
、
交
通
安
全
運
勃
、
環
境
美
化
渚
勃
、
啓
発
適
動

や
補
導
渚
動
・講
演
会
等
の
渚
動
、
行
事

（
学
校

・

ま
ち
協

・
地
頼
で
子
ど
も
相
撲
と
心
れ
あ
い
広
場
）

な
ど
。

上
内
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

（
古
賀

和
信
会
長
）
総
会
が
六
月
二
十

一
日
に

上
内
小
学
校

ｒＳ、
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
た
。
役
員
改
選
や
令
和
六
年
度
事

業
計
画
案
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の

通
り
、
承
認
さ
れ
た
。

総
会
で
は
古
賀
会
長
が

「
み
な
さ
ん

の
協
力
で
安
心
、
安
全
な
ま
ら
づ
く
り

を
進
め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
野
田
卓

朗
上
内
校
区
ま
ろ
づ
く
り
協
議
会
会

長
と
馬
籠
秀
典
上
内
小
校
長
も
あ
い

さ
つ
。
議
事
は
令
和
五
年
度
事
業
報
告
、
同

年
度
決
算
報
告
と
会
計
監
査
報
告
、
質

疑
応
答

の
後
に
主
任
月
童
委
員
の
桑

原
和
子
さ
ん
が

五
年
度

の
上
内
校
区

民
生
児
童
委
員

こ
王
任
児
童
委
員
の
酒

動
を
報
告
。
役
員
改
選
、
新
役
員

紹
介
、
六
年
度
事
業
計
画
案
、
同

年
度

ラ
算
案
が

提
案
さ
れ
承

認
。
質
疑
廠
笞
も
あ
り
、
上
内
校

区
社
協
へ
の
香
典
返
し
の
質
問

も
あ

っ
た
。

役
員
は
次
の
と
お
り
。

会
長
Ｈ
古
賀
和
信
▽
副
会
長

Ｈ
野
田
卓
朗
、
江
臆
正
俊
、
，Ｊ、
原

郁
夫
▽
会
計
Ｈ
上
原
興
礎

一
▽

書
記
Ｈ
木
村
由
佳
、
武
末
泰
子

▽
募
金
会
評
議
員
Ｈ
永
田
仁

大
牟
田
市
愛
の
献

血
推
進
協
議
会
は
七

月
十
日
、
道

の
駅
お

お
む
た
で
上
内
校
Ｋ

で

の
献

血

会

を

実

施
。
十
三
人
が
会
場

を
訪
れ
、
十
三
人
か

ら
四
百
ヂ
採
山
を
し

た
。
（
献
血
不
適
合
者

は
い
な
か

っ
た
）

主
催
す
る
同
推
進

協
は
協
力
に
感
謝
し

て
い
る
。

変

守
通

り安

隊全

で看

使
板
う

小
を

旗贈

もる

見

事 業 計 画 承 認
上 内 横 区 社 協 総 会

君3人が協力 道の駅おおむたで献血


